
一
頁

○
文
部
科
学
省
令
第
四
号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
条
及
び
第
百
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
専
門
職
大
学
院
設

置
基
準
及
び
学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
及
び
学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目

を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
九
十
三
単
位
を
超
え
る
単
位
の
修
得
を
修
了
の
要
件
と
す
る
法
科
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
部
分

の
単
位
数
に
限
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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二
頁

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
」
の
下
に
「
（
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を

超
え
て
み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

（
学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
六

年
文
部
科
学
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
法
科
大
学
院
（
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
ロ
中
「
確
保
」
の
下
に
「

及
び
適
性
の
適
確
か
つ
客
観
的
な
評
価
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
教
員
組
織
」
を
「
専
任
教
員
の
適
切
な
配
置
そ
の
他
の
教

員
組
織
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
教
育
課
程
」
を
「
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
の
開
設
そ
の
他

の
体
系
的
な
教
育
課
程
」
に
改
め
、
同
号
ワ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

カ

法
科
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
の
進
路
（
司
法
試
験
の
合
格
状
況
を
含
む
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
評
価
方
法
が
、
」
の
下
に
「
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
認
証
評
価
機
関
に
な
ろ
う
と
す
る

者
が
」
を
加
え
、
「
第
百
三
十
九
号
）
」
の
下
に
「
第
二
条
に
規
定
す
る
法
曹
養
成
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
て
特
に
重
要
と

認
め
る
事
項
の
評
価
結
果
を
勘
案
し
つ
つ
総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
そ
の
他
の
同
法
」
を
加
え
る
。



三
頁

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



－ 1 －

○
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
学
既
修
者
）

（
法
学
既
修
者
）

第
二
十
五
条

法
科
大
学
院
は
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
法
学

第
二
十
五
条

法
科
大
学
院
は
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
法
学

の
基
礎
的
な
学
識
を
有
す
る
と
認
め
る
者
（
以
下
「
法
学
既
修
者
」
と
い
う
。
）

の
基
礎
的
な
学
識
を
有
す
る
と
認
め
る
者
（
以
下
「
法
学
既
修
者
」
と
い
う
。
）

に
関
し
て
は
、
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
在
学
期
間
に
つ
い
て
は
一
年
を
超
え
な

に
関
し
て
は
、
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
在
学
期
間
に
つ
い
て
は
一
年
を
超
え
な

い
範
囲
で
当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
期
間
在
学
し
、
同
条
に
規
定
す
る
単
位
に

い
範
囲
で
当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
期
間
在
学
し
、
同
条
に
規
定
す
る
単
位
に

つ
い
て
は
三
十
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
単
位
を
修

つ
い
て
は
三
十
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
単
位
を
修

得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
九
十
三
単
位
を
超
え
る
単
位

得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

の
修
得
を
修
了
の
要
件
と
す
る
法
科
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の

単
位
数
に
限
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

の
で
き
る
単
位
数
（
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な

の
で
き
る
単
位
数
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

す
単
位
を
除
く
。
）
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と

な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
（
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
（
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定

よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る

。



－ 2 －

○
学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
六
年
三
月
十
二
日
文
部
科
学
省
令
第
七
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
科
大
学
院
に
係
る
法
第
百
十
条
第
二
項
各
号
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な

（
法
科
大
学
院
に
係
る
法
第
百
十
条
第
二
項
各
号
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な

細
目
）

細
目
）

第
四
条

第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
専
門
職
大
学
院
設

第
四
条

第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
専
門
職
大
学
院
設

置
基
準
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
科
大
学
院
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

置
基
準
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
科
大
学
院
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
法

お
い
て
単
に
「
法
科
大
学
院
」
と
い
う
。
）
の
認
証
評
価
に
係
る
認
証
評
価
機
関

科
大
学
院
」
と
い
う
。
）
の
認
証
評
価
に
係
る
認
証
評
価
機
関
に
な
ろ
う
と
す
る

に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
認
証
の
基
準
に
係
る
法
第
百
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
細

者
の
認
証
の
基
準
に
係
る
法
第
百
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
細
目
の
う
ち
、
同
条

目
の
う
ち
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

第
二
項
第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

。一

大
学
評
価
基
準
が
、
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る

一

大
学
評
価
基
準
が
、
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
認
証
評
価
を
行
う
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

事
項
に
つ
い
て
認
証
評
価
を
行
う
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

教
育
活
動
等
の
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

イ

教
育
活
動
等
の
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

入
学
者
の
選
抜
に
お
け
る
入
学
者
の
多
様
性
の
確
保
及
び
適
性
の
適
確
か

ロ

入
学
者
の
選
抜
に
お
け
る
入
学
者
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

つ
客
観
的
な
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

専
任
教
員
の
適
切
な
配
置
そ
の
他
の
教
員
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

教
員
組
織
に
関
す
る
こ
と
。

ニ

在
学
す
る
学
生
の
数
の
収
容
定
員
に
基
づ
く
適
正
な
管
理
に
関
す
る
こ
と

ニ

在
学
す
る
学
生
の
数
の
収
容
定
員
に
基
づ
く
適
正
な
管
理
に
関
す
る
こ
と

。

。

ホ

教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
の
開
設
そ
の
他
の

ホ

教
育
課
程
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。

体
系
的
な
教
育
課
程
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。



－ 3 －

ヘ

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
学
生
の
数
の
設
定
に
関
す

ヘ

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
学
生
の
数
の
設
定
に
関
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。

ト

授
業
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

ト

授
業
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

チ

学
修
の
成
果
に
係
る
評
価
及
び
修
了
の
認
定
の
客
観
性
及
び
厳
格
性
の
確

チ

学
修
の
成
果
に
係
る
評
価
及
び
修
了
の
認
定
の
客
観
性
及
び
厳
格
性
の
確

保
に
関
す
る
こ
と
。

保
に
関
す
る
こ
と
。

リ

授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究

リ

授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究

の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

ヌ

学
生
が
一
年
間
又
は
一
学
期
に
履
修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ヌ

学
生
が
一
年
間
又
は
一
学
期
に
履
修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

る
単
位
数
の
上
限
の
設
定
に
関
す
る
こ
と
。

る
単
位
数
の
上
限
の
設
定
に
関
す
る
こ
と
。

ル

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
学
既
修
者

ル

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
学
既
修
者

の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

ヲ

教
育
上
必
要
な
施
設
及
び
設
備
（
ワ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す

ヲ

教
育
上
必
要
な
施
設
及
び
設
備
（
ワ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。

ワ

図
書
そ
の
他
の
教
育
上
必
要
な
資
料
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

ワ

図
書
そ
の
他
の
教
育
上
必
要
な
資
料
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

カ

法
科
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
の
進
路
（
司
法
試
験
の
合
格
状
況
を

（
新
設
）

含
む
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

二

評
価
方
法
が
、
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
認
証
評
価
機
関
に
な
ろ
う
と
す

二

評
価
方
法
が
、
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る

る
者
が
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律

（

法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認

平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
法
曹
養
成
の
基
本
理

定
を
適
確
に
行
う
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

念
を
踏
ま
え
て
特
に
重
要
と
認
め
る
事
項
の
評
価
結
果
を
勘
案
し
つ
つ
総
合
的

に
評
価
す
る
も
の
そ
の
他
の
同
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
を
適
確
に

行
う
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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